
　当社は会社発足以来、「安全」を経営のトッププラ
イオリティに掲げ、安全性の向上に取り組んできま
した。過去の痛ましい事故から真摯に学び、それを
教訓としながら、ソフト・ハードの両面から事故を防
止する努力を継続し、リスクの低減に向け、社員一
人ひとりの取組みとハード対策・仕組みの構築を着
実に進めています。
　安全対策には「これで完全である」という終わりは
ありません。引き続き、「お客さまの死傷事故ゼロ、
社員（グループ会社・パートナー会社社員を含む）の
死亡事故ゼロ」をめざし、JR東日本グループが一体
となって安全性向上への絶えざる挑戦を続けます。

　安全に関わる社員の行動規範として、安全綱領を
定めています。

安全に関する基本的な考え方……………… 26

JR東日本の安全管理体制  ………………… 32

安全性向上の取組み… …………………… 34

JR東日本の安全の現状 …………………… 50

安全の取組みに関する
お客さま・地域の皆さまとの連携… ……… 52

安全 Contents

1 安全は輸送業務の最大の使命である。

2 安全の確保は、規程の遵守および執務の厳正か
ら始まり、不断の修練によって築きあげられる。

3 確認の励行と連絡の徹底は、安全の確保に最も
大切である。

4 安全の確保のためには、職責をこえて一致協力し
なければならない。

5 疑わしいときは、あわてず、自ら考えて、最も安全
と認められるみちを採らなければならない。

安全綱領

安全に関する基本的な考え方

当社は会社発足以来、5ヵ年毎に安全計画を策
定し、2018年11月に第7次となる「グループ安全
計画2023」を策定しました。グループ会社、パート
ナー会社、協力会社と一体となって、一人ひとりの
「安全行動※」を起点に、「究極の安全」を追求してい
きます。

社外の環境変化 社内の環境変化

大きな変化・変革の時代

「進化」 「変革」

到達点

「究極の安全」

5年間の目標

「グループ安全計画2023」の3本柱

「安全マネジメント」の進化と変革

新たな技術を積極的に活用した
安全設備の整備

環境変化に対応した
人材育成の推進

新たなリスクを捉え
ルール・しくみを変革

安全文化の
さらなる進化

一人ひとりの「安全行動」の進化と変革①

②

③

鉄道運転事故※：2割減
当社原因の
事故完封

災害・テロによる
リスクを低減

より安全な
ホーム・踏切を実現

●ホームにおける鉄道人身障害事故：3割減
●踏切障害事故を着実に減少

●自然災害に対するリスクの着実な低減

●当社グループに起因する鉄道運転事故：ゼロ

重大インシデント：ゼロ

命を守る 不断に追求すべき「状態」

お客さまの死傷事故ゼロ、
社員の死亡事故ゼロ※大きな環境変化に

的確に対応

［変えざるもの］

グループ会社、パートナー会社、協力会社と一体となって

一人ひとりの「安全行動」を起点に、
「究極の安全」へ

継続して進めてきた
安全の取組みを
環境変化に対応して

○全社員一人ひとりの力を引き出す

○これまで以上にホーム・踏切の安全対策
　および防災対策に注力する

○技術革新を積極的に推進、展開する

基本的な考え方

［変えていくべきもの］
技術革新をもとにした
新たな取組みにより

少子高齢化

AI、IoT等の技術革新

自然災害の激甚化 など など

技術の急速な進歩

急速な世代交代の進展

水平分業の深度化

※JR東日本、グループ会社、パートナー会社など、
　鉄道の仕事に携わる人すべて

※列車事故（列車衝突事故・列車脱線事故・列車火災事故）、踏切障害事故、鉄道人身
　障害事故および鉄道物損事故をいう

数値目標は2018年度比

　「グループ安全計画2023」では、「『進化』と『変
革』」をサブタイトルとして掲げています。当社グ
ループの内外の急激な環境変化を踏まえ、「一人ひ
とりの『安全行動』の進化と変革」「『安全マネジメン
ト』の進化と変革」「新たな技術を積極的に活用した
安全設備の整備」という取組みの3本柱のもと、環
境変化に的確に対応して具体的な取組みを進めて
いきます。

※安全行動	 安全レベルを向上させるためにとるすべての行動　

「グループ安全計画2023」の全体像

グループ安全計画2023

［トピックス］
災害発生時の指令機能強化… ……………42
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グループ安全計画2023
取組みの3本柱

　鉄道の安全は、「基本動作」「ルールを守る」「過去
の事故から学ぶ」など、社員一人ひとりの安全に対
する具体的な行動により支えられています。
　今後さらに大きな環境変化が予想される中で、一
人ひとりが、これまでの取組みをそのまま実行する
だけではなく、「仕事の本質」を理解した上で起こり
うるリスクを徹底的に掘り起こすなど、環境変化に
対応して「進化」させるとともに、実態と乖離してい
る身近な作業環境を見直し業務変革を行うなど、新
たな取組みにより「変革」していく必要があります。

〈安全文化のさらなる進化〉
　当社グループが今まで大切にしてきた「5つの文
化」「CS運動」「三現主義」などの安全文化が、様々な
安全の取組みの土台となります。一人ひとりが「安
全行動」を実践し、環境変化に対応しながら、安全文
化をさらに進化させていきます。

　「安全」は人の命を守ること、
「安定」は列車の正確な運行を
守ることであり、どちらも鉄道に
とって重要です。ただ列車を遅
らせまいとするあまり、安全確
認の手順が疎かにならないよう
留意する必要があります。
　「危ないと思ったら列車を止める！」ことをグルー
プ全体の確固たる行動規範として徹底します。

　一人ひとりの「安全行動」の進化と変革のために、
職場、支社、本社の「安全マネジメント」も一体となっ
て、進化・変革させています。具体的には「安全文化
のさらなる進化」「環境変化に対応した人材育成の
推進」「新たなリスクを捉えルール・しくみを変革」に
取り組みます。さらに「グループ会社・パートナー会
社・協力会社が安全に作業できる体制のさらなる整
備」「新幹線に関するさらなる安全対策」を進めてい
きます。　　　　

　普段から、CS（チャレンジ・セイフティ）運動や業務
研究などの各種取組みの中で、例えば「リスクを徹
底的に掘り起こす」などの「安全行動」を実践するこ
とにより、５つの文化をさらに浸透させていきます。

一人ひとりの「安全行動」の進化と変革1

「安全マネジメント」の進化と変革2

列車防護訓練

正しく報告する文化
発生した事故・事象を速やかに正しく報告し、事故の再
発防止に活用します。

■5つの文化のさらなる浸透

気づきの文化
事故・事象に結びつく前の、「埋もれている事故の芽」
に気づいて、情報を共有化し、事故防止に活用します。

ぶつかり合って議論する文化
原因を究明する際、さまざまな意見を出し合い、ぶつか
り合って議論することで、背後要因を捉え、真に有効な
対策につなげます。

学習する文化
自分以外・自分の職場以外で発生した事故・事象につ
いても、自らの事として置き換え、教訓を学び、具体的
な対応に結びつけていきます。

行動する文化
最終的に具体的な安全行動に結びついて、はじめて安
全は確保されます。「自ら考え、自ら行動する」、これが
安全を支える源になります。

■CS（チャレンジ・セイフティ）運動の
　さらなる活性化
　会社発足以来、「『守る安全』から『チャレンジする
安全』へ」をスローガンとして、CS（チャレンジ・セイ
フティ）運動を展開してきました。「チャレンジする安
全」はCS運動の原点であり、社員一人ひとりが、具
体的な取組みについて全員で考え、議論しながら行
動していきます。
形にとらわれず全員で取り組むとともに、「『仕事の
本質』の理解」や「リスクの徹底的な掘り起こし」など、
様々な視点を取り入れながら、CS運動のさらなる活
性化を図ります。

危ないと思ったら列車を止める
■体系的な「安全を担う人づくり」
　鉄道の安全を担っているのは、鉄道に携わるすべ
ての社員です。人手不足やシステム化により仕事の
しくみが大きく変わっていく環境下では、より一層
安全に関する知識・指導力・技術力を持った社員の
育成が重要になることから、体系的な「安全を担う
人づくり」を進めていきます。

〈環境変化に対応した人材育成の推進〉
　一人ひとりが環境変化に的確に対応して「安全行
動」を実践するために、「体系的な『安全を担う人づ
くり』」「『仕事の本質』の理解の促進」などにより、	
一人ひとりの「意欲」「技量」の向上を図り、人材育成
を推進していきます。

②「安全の取組みの核となる人」を軸にした
　安全を担う人づくり（すそ野の拡大）
　「安全の取組みの核となる人」が軸となって安全
性向上の取組みを進めることにより、安全に関する
知識等を持った社員を拡大していきます。

①「安全の取組みの核となる人」の拡大

■「仕事の本質」の理解の促進
　大きな環境変化に的確に対応していくために
は、「仕事の本質」を理解する必要があります。単
に仕事の手順ややり方を学ぶだけではなく、仕事
の目的、ルールの成り立ち、機器の動作原理など	
7つの心得を意識して、「仕事の本質」の理解を深
めます。

■三現主義のさらなる進化
　安全の問題は常に「現場※」で起こります。した
がって、答えも「現場」にあります。
　「現地・現物・現人」の“三現主義”により、机上だけ
ではわからない「答え」を模索していきます。

三現主義とは

現地（げんち）：	 実際に現地に出向いて状況を
知る

現物（げんぶつ）：	実際に現物（車両、装置、機械、
道具など）を見て、状態を知る

現人（げんじん）：	実際に関係している人々と向き
あって状態を知る

今後力を入れていく取組み

これまで浸透してきている取組み
現地に足を運んで
●事故・事象の対策を立案する
●事故の悲惨さや恐ろしさを心に刻む

普段から作業現場に足を運び
リスクを徹底的に掘り起こす

現地に行くだけでなく
自発的な行動に結びつける

三現主義の
さらなる進化

総合訓練センター
技能教習所

安全のプロ

安全の取組み、
安全を担う人づくりの
中心的役割

現場の環境変化に対応し
実体に即した訓練の充実

各現場で
「熟知」「指導」「後継者づくり」を

具体的に実践

安全指導の
キーマン

安全エキスパート

核となる人
の拡大

（安全のプロ候補）

安全エキスパートJr.※
（安全エキスパート候補）

安全の取組み、
安全を担う人づくりを
現場等で実践

安全の取組み、
安全を担う人づくりを
支社、現場でリード

しっかり
連携

しっかり
連携

「仕事の本質」を理解するための7つの心得

失敗から学ぶだけでなく、
うまくいっていることにも着目する取組みの推進

失敗から学ぶ

発生した事故や事象に着目し、
これを教訓としたハード対策や

ルールの徹底により、
その原因を除去する取組み

うまくいっていることにも着目

うまくいっていることにも着目し、
その理由を掘り下げ、

工夫・コツを皆で共有する取組み

両者の相互補完的な作用

ルールが定められた
意図・経緯・
成り立ち・背景

「何のために
やるのか」等の
仕事の目的・主旨

仕事上、絶対に
外してはいけない
ポイント・ツボ

暗黙のうちに
実施している
工夫・コツ

取り扱う機器・装置の
しくみ・構造・
動作原理

仕事・業務の
全体像（関連性）

「最悪どうなる
のか」等の

リスクのイメージ

※各支社独自の育成研修修了者

※ 「現場」とは「お客さまとの接点、輸送・サービスの原点である、直接安全に関する作業を
　行う現地・現物・現人」を意味します。
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〈新たなリスクを捉えルール・しくみを変革〉
　常に環境変化に対応して、ルール・しくみを変革
することで、新たなリスクに対応していきます。

■一人ひとりの取組みを起点にした
　ルール・しくみの変革
　一人ひとりが各種取組みで知得した、作業実態と
合わなくなっているルールや、実態と乖離した作業
環境などの問題点を発信・共有・議論し、ルール・しく
みの変革につなげていきます。

②リスクアセスメント手法の導入による
　安全対策や設備投資の検討
　10年後における鉄道運転事故のリスク分析を
行った結果
・	車両、設備等の強靭化
・	ホーム、踏切の安全対策
・	自然災害への対応
・	新幹線に関する安全対策
・	テロ等への対応
に特に注力し、着実にリスクを低減させていきます。

■未来予想型の安全対策の推進
①ビッグデータ、AI、IoTなどを活用した
　未来予想型の安全対策の推進
　今までに想像していなかった、新たなリスクによ
る重大事故につながりかねない予兆を的確に捉え
るため、ビッグデータ、AI、IoTなどを活用した安全
対策を推進します。

〈グループ会社・パートナー会社・協力会社
が安全に作業できる体制のさらなる整備〉

■グループ会社・パートナー会社・協力会社
　とともに進める安全マネジメントの強化
　当社グループの安全は、グループ会社・パート
ナー会社・協力会社と当社が一体となって支えて
います。グループが一体となってさらに安全性を向
上させるために、それぞれが役割を認識して主体と
なって取組みを進めていきます。さらに、お互いに
安全に対する価値観を共有するなどして連携し、安
全に作業できる体制の強化を進めていきます。

〈新幹線に関するさらなる安全対策〉
新幹線については、万が一重大事故が発生し
た場合には被害が甚大になることが予想されま
す。「設備のまとまった更新時期の到来」「高速化」
「ネットワークの拡充」等、新幹線特有の変化点を
的確に捉えるとともに、重大事故につながりかね
ない予兆を把握する取組みを推進し、これまで以
上に新幹線の安全対策を強化していきます。

あらゆる定常状態データの収集強化

各種モニタリングデータ

車両、設備やホーム、踏切の
異常の予兆を捉える技術を実用化

CBM※の展開や画像検知、温度検知、異常な音の認識など、
さまざまなセンサの活用

今まで想像していなかった新たなリスクによる
重大事故につながりかねない予兆の的確な把握

当社グループの安全

それぞれが役割を認識して、主体となって取組みを実施
お互いに連携を強化して取組みを実施

当社とグループ会社・パートナー会社・協力会社が

当社 協力会社
JES-Net

グループ会社
パートナー会社

安全に対する考え方、価値観、取組みの共有

マネジメントの強化やサポート

【被害想定ランク】
お客さまや社員の負傷者数の程度、当社グループの被害、損害の程度を示す

鉄
道
運
転
事
故
の
発
生
頻
度

被害想定ランク

小

小 大

大

リスク低減
（イメージ）

ホーム・踏切
●ホームでお客さまが列車と接触
●踏切で公衆が列車と接触　など

自然災害
テロ等

●局地的大雨、大雪、突風、
　地震などに伴う事故

車両や設備故障
●設備故障などに
　伴う事故

新幹線
●台車周り故障
　などに伴う事故

※CBM	 Condition Based Maintenance（状態基準保全）の略称。設備の状
態を常時モニタリングする検査手法。

［ 10年後の姿を想定したリスク分析 ］

■安全に関する設備投資額
　当社はこれまでに総額約4.2兆円の安全投資を
行ってきました。「グループ安全計画2023」では、
2019年度からの5年間で約1.2兆円の安全投資を
行うことを計画しており、今後も安全設備の整備を
推進していきます。

■2019年度の主な安全投資件名
　2019年度は、「基幹設備の強靭化」「新たな技術
による鉄道のシステムチェンジ」「ホームの安全対策」
「踏切の安全対策」「自然災害対策」を着実に進め、
「グループ安全計画2023」における安全設備整備
計画を推進します。
　設備投資額の合計は6,130億円を見込んでおり、
そのうち安全投資は2,510億円を計画しています。
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276

829

2,573

5,094

（億円）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000
5,500
6,000

500

1,500

2,500

3,500

4,500

（年度）'19

2,510

6,130

（
計
画
）

そ
の
他
の
投
資

安
全
投
資

⎫
丨
丨
丨
丨
丨
丨
丨
⎬
丨
丨
丨
丨
丨
丨
⎭⎫
丨
丨
丨
丨
丨
丨
丨
丨
⎬
丨
丨
丨
丨
丨
丨
丨
丨
⎭

［ 安全投資額とその他の投資額の推移 ］

新たな技術を積極的に活用した
安全設備の整備

3
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